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２０２２年１月２２日

発表者 教諭 田中 大地

[実践発表] 札幌市立北都中学校

新聞を活用した授業と
小学校教材を活用した授業
～「学習の窓」に注目して～

実践発表の概要

国語の授業において、教材のイメージが強く、印象に残っ

ていることも内容についてが多い！

（例）「少年の日の思い出」

＊ちょうを盗んでつぶしてしまった物語…など

しかし、学習することは、語り手に着目して読むこと

学習事項を意識した実践発表です

本題に入る前に、
問題です。

２０２０年１２月４日（金） 北海道新聞 朝刊

問
一

「
客
層
」
の
読
み
方
を
書
き
な
さ
い
。

問
二

「
お
い
し
い
水
」
の
「
お
い
し
い
」
の
品
詞

を
書
き
な
さ
い

。

き
ゃ
く
そ
う

形
容
詞

問
三

サ
ン
ト
リ
ー
食
品
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
は
何
月
か
ら
ネ
ッ
ト
販
売
し
て
い
る

か
書
き
な
さ
い

。

１１
月

問
四

ラ
ベ
ル
の
な
い
「
ラ
ベ
ル
レ
ス
」
が
好
評

で
す
が
ど
の
よ
う
な
点
が
好
評
か
次
の
書

き
出
し
に
合
う
よ
う
に
抜
き
出
し
な
さ

い

。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
減
ら
せ
て

が
好
評
。

（

七
字

）

環
境
に
優
し
い
点

本日の実践発表の内容

２つの授業実践について

１ 実践の内容 単元について、「新しい学び」

２ 授業の様子

３ 生徒のワークシート

４ 成果と課題
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実践の内容①～単元について～

３年 国語科

「中学校の国語の学びを振り返り、国語の

問題をつくろう」

※ 光村図書「国語３」の「三年間の歩みを振り返ろう」

実践の内容②～「新しい学び」～

１ 国語の問題を作る活動を通して、

中学校３年間の国語科の学習を振り返る

２ 新聞を、単に情報を収集するためではなく、文章の

構成や表現の手本としてなど活用する

授業の様子①～本時（２時間目）～

＜ポイント＞
１ 新聞記事を数に制限なく気になったものを切り取る
２ どんな記事を選んでいるかを状況に応じて交流する

中
学
校
の
国
語
の
学
び
を
振
り
返
り
、
国
語
の
問
題
を
つ
く
ろ
う 

 

〈
学
習
課
題
〉 

                

問
題 

問
一 

「
台
頭
」
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。[

小
学
校
五
年
生
ま
で
に
学
習
し
た
漢
字] 

   

問
二 

「
い
ば
ら
の
道
」
は
「
困
難
な
状
況
、苦
難
に
満
ち
た
人
生
な
ど
の
た
と
え
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。こ
れ
と
同
じ
意
味
の
こ
と

わ
ざ
を
次
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
記
号
で
書
き
な
さ
い
。[

中
学
三
年
生
「
慣
用
句
・こ
と
ざ
わ
・故
事
成
語
」] 

 

ア 

千
里
の
道
も
一
歩
か
ら 

 

イ 

灯
台
下
暮
ら
し 

 

ウ 

情
け
は
人
の
た
め
な
ら
ず  

エ 

ひ
ょ
う
た
ん
か
ら
駒
が
出
る 

 

問
三 

「
若
手
底
上
げ
急
務
」
と
小
見
出
し
に
あ
る
が
、そ
れ
は
な
ぜ
か
。
説
明
と
し
て
正
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
一
つ
選

び
記
号
で
書
き
な
さ
い
。[

中
学
校
一
年
生
「
ダ
イ
コ
ン
は
大
き
な
根
？
」
段
落
の
役
割] 

 

ア 

栗
山
監
督
が
来
季
も
続
投
す
る
決
意
を
示
し
た
か
ら
。 

 

イ 

今
季
２
年
目
の
野
村
が
若
手
で
開
花
し
た
か
ら
。 

 

ウ 

今
季
は
若
手
の
ミ
ス
が
目
立
ち
、加
え
て
、主
力
選
手
が
移
籍
と
な
る
と
戦
力
ダ
ウ
ン
に
な
る
か
ら
。 

 

エ 

球
団
オ
ー
ナ
ー
に
「
こ
れ
ま
で
の
集
大
成
を
見
せ
て
ほ
し
い
」
言
わ
れ
た
か
ら
。 

    

三
年 

〇  

組 

△ 
 

番 

名
前 

□
□ 

□
□ 

 

    

  

新 

聞 

記 

事 

の 
り 

づ 

け 

       

こ
れ
ま
で
の
国
語
の
学
習
を
生
か
し
、新
聞
記
事
を
読
ん
で
、国
語
の
問
題
を
つ
く
ろ
う
。 

  

選んだ新聞記事   （   北海道    ）新聞 

（ 2020 ）年（ １１ ）月（ １８ ）日（ 水 ）曜日 

 

   

例
１ 

 

新聞記事をここに貼り付ける。 

右側にはみ出すのはかまわない。必要に応じて折りたたむ。 

い
つ
学
習
し
た
の
か
を
示
す
。  

例 

中
学
〇
年
「(

教
材
名)

」(

項
目) 

 

☆
問
題
作
成
の
ポ
イ
ン
ト 

①
無
理
に
難
し
い
問
題
に
せ
ず
、
学
習
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る

問
題
に
す
る
。 

②
国
語
の
ワ
ー
ク
を
参
考
に
す
る
と
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
で
す
。 

解
答
欄
を
準
備
す
る
。 

 

中
学
校
の
国
語
の
学
び
を
振
り
返
り
、
国
語
の
問
題
を
つ
く
ろ
う 

 

〈
学
習
課
題
〉 

                

問
題 

問
一 

「
無
作
為
」
と
同
じ
熟
語
の
構
成
を
次
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
記
号
で
書
き
な
さ
い
。[

中
学
校
二
年
生
「
熟
語
の
構

成
」] 

 
 

ア 

衣
食
住 

 

イ 

大
成
功 

 

ウ 

専
門
家 

 

エ 

絶
対
的 

 

問
二 

「
受
動
喫
煙
」
が
増
え
た
と
感
じ
る
場
所
で
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
場
所
は
ど
こ
か
。
次
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
記
号
で

書
き
な
さ
い
。[

中
学
二
年
生
「
生
物
が
記
録
す
る
科
学
」
説
明
の
し
か
た] 

 

ア 

路
上 

 
 

イ 

飲
食
店 

 

ウ 

職
場 

 
 

エ 

公
共
交
通
機
関 

 

問
三 

「
家
庭
で
行
っ
て
い
る
防
災
対
策
」
で
４
番
目
に
多
い
も
の
は
何
か
。
図
の
中
か
ら
そ
の
ま
ま
の
言
葉
で
抜
き
出
し
て
書
き
な

さ
い
。[

中
学
校
一
年
生
「
シ
カ
の
『
落
ち
穂
拾
い
』
」
事
実
と
意
見]

 

        

三
年 

〇 
 

組 

△ 
 

番 

名
前 

□
□ 

□
□ 

 

    

  

新 

聞 

記 

事 

の 

り 
づ 

け 

       

こ
れ
ま
で
の
国
語
の
学
習
を
生
か
し
、新
聞
記
事
を
読
ん
で
、
国
語
の
問
題
を
つ
く
ろ
う
。 

  

選んだ新聞記事   （   北海道    ）新聞 

（ 2020 ）年（ １１ ）月（ １７ ）日（ 火 ）曜日 

 

  

 

例
２ 

 

授業の様子②～３、４時間目～
中
学
校
の
国
語
の
学
び
を
振
り
返
り
、
国
語
の
問
題
を
つ
く
ろ
う 

 

〈
学
習
課
題
〉 

                

問
題 

                   

三
年    

組     

番 

名
前 

 

    

  

新 

聞 

記 

事 

の 

り 

づ 

け 

  

選んだ新聞記事   （          ）新聞 

（       ）年（    ）月（    ）日（    ）曜日 

 

〇
問
題
に
取
り
組
ん
だ
感
想 

       

〇
今
回
の
学
習
を
振
り
返
ろ
う 

                

～
メ
モ
～ 

  (

感
想) 

③
今
回
の
学
習
で
、
今
後
の
学
習
や
生
活

に
生
か
せ
そ
う
な
こ
と
。 

②
新
聞
記
事
を
選
ん
で
問
題
を
作
成
す

る
と
き
な
ど
に
工
夫
し
た
こ
と
。 

①
国
語
の
学
習
を
振
り
返
り
、
気
づ
い
た

こ
と
や
考
え
た
こ
と
。 

項
目 

      

自
己
評
価(

二
行
で
記
述
す
る) 三

年 
 
 
 

組 
 
 
 
 

番 

名
前 

コ
メ
ン
ト
１ 

   

名
前( 

 
  

 
 
  

 
 
) 

コ
メ
ン
ト
２ 

   

名
前( 

 
  

 
 
  

 
 
) 

コ
メ
ン
ト
３ 

   

名
前( 

 
  

 
 
  

 
 
) 

生徒のワークシート① 生徒のワークシート②
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生徒の作問の傾向

１ 生徒自身が自ら気付き、

説明的な文章の学習を選択。

２ 言語の知識についても、適

宜選択。

学年 単元名・教材名 延べ人数 学習の窓 学習の窓の内容

1 花曇りの向こう 2 〇
冒頭と結末に着目して、人物の変

化をとらえる

2 漢字の組み立てと部首 4 － －

3 ダイコンは大きな根？ 2 〇 段落の役割に着目して読む

4 ちょっと立ち止まって 1 〇 文章の構成に着目して読む

5 大人になれなかった弟たちに…… 2 〇
人物の行動や情景描写から心情を

読み取る

6
シカの「落ち穂拾い」-フィールド

ノートの記録から
37 〇 事実と意見の関係に注意して読む

7 漢字の音訓 1 － －

8 指示する語句・接続する語句 1 － －

9 幻の魚は生きていた 9 〇 文章の要旨をとらえる

9 少年の日の思い出 2 〇 語り手に着目して読む

10 さまざまな表現技法 1 － －

11 言葉の単位 2 － －

12 単語の分類 5 － －

1 アイスプラネット 1 〇 登場人物の関係をとらえる

2 熟語の構成 14 － －

3
生物が記録する科学-バイオロギン

グの可能性
11 〇 説明のしかたの特徴をとらえる

4 類義語・対義語・多義語 5 － －

5 盆土産 1 〇 時間の経過や出来事に着目する

6 字のない葉書 1 〇 心情の描き方に着目する

7 モアイは語る-地球の未来 4 〇
論の展開に着目して筆者の主張を

捉える

8 同じ訓・同じ音をもつ漢字 2 － －

9 小さな町のラジオ発 1 － －

10 走れメロス 1 〇 人物像の変化を捉える

11 科学はあなたの中にある 2 〇 自分の知識や体験と比べて考える

12 自立語 2 － －

13 用言の活用 1 － －

1 熟語の読み方 6 － －

2 月の起源を探る 5 〇 説明の順序に着目する

3 和語・漢語・外来語 2 － －

4 俳句の可能性 1 － －

5 高瀬舟 1 － －

6 慣用句・ことわざ・故事成語 3 － －

7 文法のまとめ 1 － －

作問で学習を振り返った単元・教材一覧

※　人数は、７３人中の延べ人数である

１年

２年

３年

※　漢字は、読みや書きなどで小～中3まで漢字を多数選択している

生徒は自ら国語の学習を選択して復習

生徒の学習の振り返りより

「１・２年の教科書を使いながら内容を思い出すと、新聞にも国語の

要素がたくさんあることがわかりました。」

「今回作る側になってみるとけっこう身近なもの・言葉に授業で学

んだことが使われているのだと思ったので、新聞以外にも本などよむ
ときに少しでも考えながらやってみるともっと読み取る力や文法など理

解ができるようになるなと思いました。」

国語で学んだことを生かせる
身近な場に気付いた

成果

１ 国語の学習を振り返る際に、国語の読む力や、言語の
力に焦点を当てて振り返ることができた

２身近な新聞を活用して、読むことや問題作成を通して書くこ
となど、様々な力を試し、確認することができた

生徒は国語の力を実感

課題

１ 学習を振り返ることが主であるので、改めて生徒に付

ける力としての想定が弱い

振り返ったことをもとに
発展的に生徒にどんな力が
ついてほしいかを焦点化

実践の内容①～単元について～

１年 国語科

「『不便』の価値を見つめ直す」

実践の内容②～「新しい学び」～

１ 小学校の教材を読む活動を通して、

学習した国語の力を実感できる

２ 一度読んだことがある小学校の教材は、

文章を読むことが苦手な生徒にとっても取り組みやすい
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授業の様子①～本時（４時間目）～
生徒のワークシート

＜ポイント＞
１ 学習計画をもとに、教材文を読む。
２ 小学校教材を読む際には、学習した流れを振り返りな
がら個人で進める。

生徒の学習の振り返りより

「（別な文章でも）文章を要約する際の、中心の文をしっかりと

見つけ、話の流れを意識しながら、読み進めていくことができ

た。」

「学習の窓で、要約に必要な情報や中心となる文が書か

れている部分について学んだから、それを意識して読んだ」

別な文章を読むときにも、国語の
学習を生かして読むことができた

成果

１ 小学校の教材を読む活動を通して、学習した

国語の力を実感できた

２ 小学校の教材に抵抗感なく、学習を生かして取り

組むことができた

生徒は国語の力を実感

課題

１ 小学校教材が本当に今の中学生に合っ

たものであるかは、選択する際に吟味する必要がある

根拠を明確にした
小学校教材の選択が必要

補足


